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１．はじめに 
 私は，兵庫県から長崎県に来てよく聞かれることがある。「長崎の有名なところ，食物っ
て何？」「長崎の○○ってどんなところ？」しかし，有名なところは「ハウステンボス」「出
島」とか，有名な食物といえば「カステラ」とかは言えるが，そのことについて具体的に
質問されると，うまく相手に伝えることはできない。そのような経験を通して，自分自身
の故郷である長崎の魅力について，自分自身がほとんど知っておらず，長崎にはどのよう
な魅力があるのか知りたいと思った。長崎について他者から聞かれたときにその魅力を伝
えて，より多くの人に長崎のいいところや魅力を知ってもらいたいと思う。 
 まず，インターネットの中から長崎についてのアンケート等を探し，多くの人がもつ長
崎に対するイメージについて考察する。次に，長崎地方の歴史的に主要な遺産についてイ
ンターネットの文献等を用いて調べ，まとめる。その際，近世以前と近現代に分けてまと
め，それぞれの特徴について考察する。特に，近年長崎地方の観光地として全国的に有名
になっているハウステンボスに着目する。ハウステンボスがどのような経緯で生まれ，ど
のように経営を立て直していったのか調べる。また，ハウステンボスの魅力や現状を実際
に自分自身がハウステンボスに行った経験やインターネットなどの文献等を用いてまとめ，
これから続いていくためにどのようなことが求められていくのか考察する。 
 
２．長崎地方のイメージ 
 長崎県は，九州の西北部に位置しており（図１），総面積 4,105.47 ㎢（2011（平成 23）
年 10 月現在），うち 45.5％が島々で形成された県である。地域区分は，長崎地域，県北地
域，県央地域，島原地域，五島地域，壱岐地域，対馬地域の 7 つに分けられている（図２）。
自治体は平成の大合併で 2010（平成 22）年までに，長崎県全体で 13 市 4 郡 8 町ある。現
在の自治体は次のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
            
 
 
図 1 長崎県の位置              図２ 長崎県の地域区分 
出所：MANDARA を用いて筆者作成            出所：MANDARA を用いて筆者作成
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長崎地域…長崎市，西彼杵郡（時津町，長与町） 
県北地域…佐世保市，平戸市，松浦市，西海市，北松浦郡（佐々町，小値賀町）， 
東彼杵郡（波佐見町，川棚町，東彼杵町） 
県央地域…大村市，諫早市 
島原地域…島原市，雲仙市，南島原市 
五島地域…五島市，南松浦郡（新上五島町） 
壱岐地域…壱岐市 
対馬地域…対馬市 
 
多くの人は，長崎といえばどのようなものが思い浮かぶのだろうか。 
① goo ランキング「長崎県といえば浮かぶことランキング」2008（平成 20）年 
1 ちゃんぽん   長崎市   食物 
2 ハウステンボス   佐世保市 テーマパーク 
3 カステラ    長崎市  食物 
4 皿うどん        長崎市  食物 
5 グラバー園   長崎市  建造物 
6 浦上天主堂・大浦天主堂   長崎市  建造物 
7 オランダ坂         長崎市  景観 
8 佐世保バーガー   佐世保市 食物 
9 平和公園    長崎市  施設 
10 出島     長崎市  建造物 
 
② みんなの声「長崎といえば！？」2013（平成 25）年 
1 カステラ    長崎市  食物 
2 ちゃんぽん    長崎市  食物 
3 ハウステンボス    佐世保市 テーマパーク 
4 平和記念公園   長崎市  施設 
5 グラバー園   長崎市  建造物 
6 皿うどん    長崎市  食物 
7 長崎は今日も雨だった  長崎市  歌謡曲 
8 夜景    長崎市  景観 
9 浦上天主堂   長崎市  建造物 
10 さだまさし   長崎市  有名人 
 
③ くにとりサーチ「長崎県といえば思い浮かぶものランキング」2017（平成 29）年 
1 カステラ    長崎市  食物 
2 ちゃんぽん   長崎市  食物 
3 ハウステンボス   佐世保市 テーマパーク 
4 グラバー園   長崎市  建造物 
5 平和公園・平和記念像  長崎市  施設 
6 キリスト教関連   全県   遺産 
7 出島    長崎市  建造物 
8 福山雅治    長崎市  有名人 
9 坂が多い    長崎市  景観 
10 皿うどん    長崎市  食物 
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3 つのランキングを比較すると，カステラ，ちゃんぽん，皿うどんなどの食物，ハウステン
ボス，平和公園，天主堂，グラバー園などの施設や建造物など，共通しているものが多い。共
通しているものは年が変わってもランキングに入ってきていることから，多くの人が長崎とい
えば思い浮かぶものはあまり変わらないということが分かる。共通はしていないが 2013（平
成 25）年にランキングしている夜景は，前年にモナコ，香港と並んで世界新三大夜景として
認められ，2017（平成 29）年にランキングしているキリスト教関連は，2018（平成 30）年に
「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」として UNESCO 世界文化遺産に登録される前年
のことであり，それぞれ話題として世間に取り上げられたことが，ランキングに入ってきた要
因であると考えられる。 
ランキングで出てきたものが長崎県のどこにあるのか分けてみると，長崎市に集中している
ことが分かる。つまり，多くの人がもつ長崎県として思い浮かぶもの，イメージというものは，
長崎地方全域というよりも長崎市内の限られた場所に多いことが考えられる。 
 
３．長崎県の主要遺産 
 長崎県ホームページ「長崎県の文化財」によると，2018（平成 30）年 3月 29 日現在，長崎
県内の国指定の国宝，重要文化財（歴史上，芸術上の価値の高いもの，または学術的に価値の
高いものとして日本国政府が指定した文化財），特別史跡，史跡（貝塚，集落跡，城跡，古墳
などの遺跡のうち，歴史・学術上価値の高いものを指し，国や自治体によって指定されるもの），
特別名勝，名勝（芸術上または観賞上，価値の高い土地について，日本国および地方公共団体
が指定したもの），重要伝統的建造物保存地区（城下町，宿場町，門前町など各地に残る歴史
的な集落，町並みの保存がはかられている地区），登録有形文化財（建造物）は，総数 236 あ
り，県指定の有形文化財，史跡，名勝の数は 244 ある。これらの歴史的な遺産を，近世以前と
近代以降に分けると，時代的にも長い近世以前の方が遺産の数が多い。 
 長崎地方は古代から近世に至るまで，日本が海外の文物を取り入れる窓口として，大きな役
割を果たしてきた。また，海外から見れば長崎は，日本を知る窓口であり，外国人の日本に対
するイメージを形成する情報が発信された場所であるといえる。長崎は，東洋と西洋の情報，
文化，教育の融合した場所であり，全国から海外の文化を求めて，人々が集まる重要な拠点で
もあった。そのような近世以前の主要遺産の特徴は，長崎市内にあまりなく，県内各地に分散
している。特に中世以前までは，県北地域，壱岐，対馬に集中している。 
 近世に入ると，キリスト教の伝来によって，布教が盛んになり，各地に教会などが作られた。
しかし,江戸時代初めの禁教により教会のほとんどが壊され，キリシタンたちは潜伏キリシタ
ンとして長い間，ひっそりと暮らしていた。そのような集落が各地に残っていて，2018（平成
30）年「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」として UNESCO 世界文化遺産に登録され
ている。その一方で，日本二十六聖人殉教地やキリシタン墓碑が各地にあるように，キリスト
教が禁止された後にその政策によって，多くの人々が命を落とした歴史を物語る遺産も数多く
残っている。また，鎖国の時代に，西洋の窓口として栄えた歴史的な遺産として，出島和蘭商
館跡，来日して日本に大きな影響を与えたシーボルト（1796（寛政 8）年～1866（慶応 2）年）
やケンペル（1651（慶安 4）年～1716（享保元）年），ツュンベリー（1743（寛保 3）年～1828
（文政 11）年）に関するものが残っている。 
近代以降の日本は，西洋の技術や知識を幅広く吸収し，1880 年代から 1900 年代までの約 30
年という類い稀なスピードで産業化を進めた。日本の近代化を支えた人物に関わる遺産や施設
が長崎にも数多く残っている。日本の近代化に大きく尽力したトーマス・フレバー・グラバー
の住宅跡をはじめ，日本の近代化を常に支えてきた石炭産業に関する遺産，日本の基幹産業に
なる造船の施設などである。長崎を含めた九州・山口を中心とする近代化産業遺産群は，鉄鋼・
造船・石炭などの重工業部門に西洋技術を移転するうえで他に類を見ないプロセスを証明する
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遺産群であり，非西洋地域において近代化の先駆けをなした経済大国日本の原点であり，語り
継いでいく上で極めて重要な遺産群として，「明治日本の産業革命遺産 製鉄・製鋼・造船・
石炭産業」という名称で UNESCO 世界文化遺産に登録されている。 
 文化庁ホームページによると，文化庁は地域の歴史的魅力や特色を通じて日本の文化・伝統
を語るストーリーを「日本遺産」として認定している。これは，ストーリーを語るうえで欠か
せない魅力溢れる有形や無形の様々な文化財群を，地域が主体となって総合的に整備・活用し，
国内だけでなく海外へも戦略的に発信していくことにより，地域の活性化を目的としている。
2015（平成 27）年度に創設され，長崎県ホームページによると，長崎県では 2015（平成 27）
年度に 1件，2016（平成 28）年度に 2件が認定された。その中の「鎮守府 横須賀・呉・佐
世保・舞鶴～日本近代化の躍動を体感できるまち～」において，明治時代から天然の良港とし
て選ばれ，日本の近代化を推し進めた軍港都市としての役割を担った佐世保の施設・文化財が
27 個登録されている。100 年を超えた今もなお現役で稼働する施設・文化財も多く，躍動した
往時の姿を残したそれらの施設・文化財を体感することができる。 
 今日に至るまで，長崎県は歴史遺産を積み重ねてきたが，その歩みが順風満帆だったわけで
はない。幾度も大きな災難に見舞われてきた。 
 1945（昭和 20）年 8 月 9日午前 11 時 2分，長崎市に原子爆弾が投下された。被爆を体験し
た長崎は，「平和は長崎から」を合言葉に，国際文化都市を目指して街づくりが行われた。浦
上天主堂遺壁や鐘楼ドームなどの保存活動，平和公園が整備され，園内に「国際文化会館」（現
在の原爆資料館）が建てられるなど，国際文化都市の象徴となる整備が進められた。また，世
界の平和を願う人々からの寄付金によって，平和公園に「平和記念像」が建てられた。平和記
念像は，神の愛と仏の慈悲を表し，空に指さした右手は原爆の脅威を，地面に水平に伸ばした
左手は平和を，軽く閉じた目は原爆犠牲者の冥福を祈っている。 
 島原半島にある雲仙の普賢岳は，1990（平成 2）年，約 200 年ぶりに噴火活動を開始し，1991
（平成 3）年に大規模な火砕流を起こした。この大火砕流では死者 40 人，行方不明者 3人，
負傷者 9人という被害が出た。また，地域住民に追い打ちをかけるように土石流が発生し，倒
壊した家屋は 2,500 棟を数える被害となった。島原市には，火山災害の脅威と災害の姿を伝え
る，全国初の火山体験学習施設である「がまだす（頑張るという意味の方言）ドーム」が 2002
（平成 14）年に開館した。大火砕流によって被災した旧大野木場小学校では，熱風で窓枠が
歪んでいる様子や砂場が火砕流の熱で蒸発してしまった跡を見ることができる。「道の駅みず
なし本陣ふかえ」では土石流によって被害に遭った家屋を保存している。 
 近現代の歴史遺産の特徴は，日本が大きく発展するために重要な役割を担った面と，戦争や
噴火などの悲惨さを後世に語り継いでいかなければならない面を併せもっている。 
 
４．長崎県の地域資源～ハウステンボス～ 
 現在のハウステンボスがある，長崎県中央部の大村湾にある針尾島は，もともと荒れ地であ
った。この土地を，ハウステンボスの創業者の神近義邦が買い，「自然に配慮した人と自然が
共有する新しい街をつくる」ために，様々な工夫を行った。①荒地の土壌を改良する②運河を
掘削する③ハウステンボス内の道を石畳やレンガ式にする④徹底してオランダの街並みを再
現する⑤JR 九州のハウステンボス駅の開業である。総工費 2,200 億円をかけ，風車が回り，
チューリップが一面に咲く，美しい景観を備えたテーマパーク，ハウステンボスが完成し，1992
（平成 4）年に開園した。入場者数は，当初数年間は開業効果，日本にいても外国の気分を味
わえるということで順調に推移したが,1996（平成 8）年の 300 万人をピークに減少に転じ，
2003（平成 15）年には経営破綻により会社更生法適用を申請し，大型倒産した。その後，ハ
ウステンボスの再建はなかなかうまくいかず，最終的に H.I.S.が参入し 2010（平成 22）年か
ら本格的な経営再建が図られた。①経費の削減②季節や客層に合わせたイベントの実施③ビジ
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ネス客の誘致などの取り組みを行い，2011（平成 23）年には，開業以来，初めて黒字経営に
成功した。その後も，ドラゴンクエストとコラボしたイベントや「光の王国」のほか「花の王
国」「ゲームの王国」「水の王国」「ロボットの王国」「健康と美の王国」「音楽とショーの王国」
などの王国の開幕，ロボットがスタッフとして働く，世界初の変なホテルがギネス記録に登録，
VRアトラクションの充実などが行われ，入場者数は300万人を回復するようになった（図３）。 
 私は幼い頃（2008（平成 20）年 5月頃），ハウステンボスに行ったことがあるが，そのとき
の印象は楽しい施設はほとんどなく，ただ散歩しているだけだったように記憶している。しか
し，今回（2019（平成 31）年 1月）私は，夜だけではあったが，ハウステンボスに実際に入
場し歩き回った（写真１）。ハウステンボスの様々な工夫を感じることができたので，気づい
たことをまとめてみる。 
ハウステンボスでは，自分の目的に合ったチケットを販売している。たとえば，私は今回，
アトラクションなどの施設は利用せずにハウステンボス内を自由に散策したが，そのためのチ
ケットを販売している。園内はとても広大なため，オランダの街並みの再現を見て歩き回った
だけでも 2時間はかかった。アトラクションなどを利用しながら街並みを見て回るのは，アト
ラクションの待ち時間などもあり，1日で歩き回るのは厳しいと感じた。そこで，活躍するの
がハウステンボス内を走っている乗り物である。園内にバス停やタクシー乗り場があり，バス
やタクシーが園内を走っている。バスの色は赤や青が多く，タクシーは上部に花を乗せるなど
ハウステンボスの景観を損なわないような工夫がなされていた。また，自転車を借りて園内を
自由に動き回ったりすることもできる。ハウステンボス内のごみ箱も石畳のタイルを模倣した
デザインになっているなど，全ての面においてハウステンボスのコンセプトを大切にしながら
も，アトラクションやイルミネーション，イベントなどを楽しめるような工夫がされていた。 
私は車椅子を利用して園内に入った。ハウステンボスの道路はコンクリートではなく石畳で
造られているため，障害をもつ私は回ることができるだろうか不安だった。実際に園内に入っ
てみると，溝があったりするものの車椅子や自転車が通れるように，そこにはタイルが置いて
あり，スロープも完備されていて自由に動くことができる工夫がされていた。ハウステンボス
の有料ゾーン外にも，沢山の店が並んでいて，ハウステンボスに入場する前，また，退出した
後にも立ち寄ることができた。現在のハウステンボスは，イベントやアトラクションで有名な
イメージが強い。しかし実際は，オランダの街並みを再現した施設を生かして進化していると
いうことを感じた。以前の散歩をするだけのイメージだったハウステンボスから，何回でも来
たくなるようなテーマパークに変わっていると感じた。 
2017（平成 29）年の長崎県主要観光施設の利用者数（図４）を見ると，ハウステンボスが
圧倒的に多くの人々に利用されていることが分かる。また，ハウステンボスの営業に関わって
いる人々は 1,000 人近くに上るといわれており，長崎県の重要な観光資源，地域資源の役割を
担っている。 
ハウステンボスが目指すのは，遊園地的要素が強い単なるテーマパークではなく，花と緑と
水に囲まれたクラシックな街並みを生かした，東洋一の観光ビジネス都市になることである。
観光ビジネス都市とは，遊園地的な要素だけでなく，教育，医療，ショッピング，ビジネスの
コンベンションなどの都市の要素を併せもつ場所のことである。ハウステンボスの広大な敷地
を，ロボット事業，エネルギー事業，農業などの最先端技術の実験場として活用している。つ
まり，現在行われている「ロボットの王国」や「健康と美の王国」などは，アトラクションと
いう側面をもちつつ，最先端技術の実験場としての側面ももっている。ハウステンボスの外観
はクラシックで自然にあふれているが，中身は最先端のスマートシティー（観光都市）といっ
た未来都市を指向してこれからも進んでいくと考えられる。 
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   図３ ハウステンボスの入場客数の推移 2002～2018（平成 14～平成 30）年 
   出所：URL［佐世保市観光統計の推移 2002～2016（平成 14～平成 28）年］， 
URL［トラベルボイス レジャー施設の観光客数ランキング 2017，2018］作成 
 
             
図４ 2017（平成 29）年の長崎県主要観光施設の利用者数  
出所：URL［観光経済新聞 【データ】2017「長崎県観光動向調査」］より作成 
 
          
                   
写真１ ハウステンボス内の様子 
出所：2019（平成 31）年 1 月 4日（金） 筆者撮影 
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５．おわりに 
 私はこれまで，一度行ったところにもう一度行ってみることをしてこなかった。しかし，二
度目のハウステンボスを訪れてみて，二度，三度行くことによって新しい部分を発見できるこ
とを肌で感じた。自分が行きたいと思う場所に行ってみることは重要なことであると思う。ま
た，ハウステンボスのように誰にでも分かるような地域資源がある一方で，私たちの生活に自
然に入り込んでいる重要な遺産というものも数多くあると感じている。 
 現在，スマートフォンの普及により，いつでも，どこでも，気軽に写真が撮れる。だからこ
そ，当たり前に生活の中に溶け込んでいるものに目を向けて何かしらの形で残すことが重要で
ある。そのような日頃の関心が，教育分野での地域学習で子どもたちが長崎地方の魅力を学ぶ
ことや，県外や外国から長崎地方に観光にくる人々への魅力発信につながると考えられる。私
自身にとっても，もっと多くの長崎地方の魅力について知り，伝えていくことができるように，
様々な場所へこれから足を運んでみようと思っている。 
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